




































Rethinking the Ban of Nise-Murasaki-Inaka-Genji:














































































































































































































































































































































































































2 　文政 12（1829）年から天保 13（1842）年まで刊行。以下，本文中では『偐紫』と略記。本論では『偐
紫』の本文翻刻を引用せず，国会図書館で公開している各頁の画像データ（http://dl.ndl.go.jp/ info:ndljp/



















6 　享保 7 年触書では徳川家について出版物で言及すること自体を禁じていた。
7 　享保 7 年触書末尾に株仲間が規制の主体であることが明記され，出版物の問屋の株仲間が組織された（今田 
［1977］2009：92-94；『撰要類集』1979（3）：58-59）。嘉永 4（1851）年 3 月の再興令まで株仲間の解散状態
が維持されたため，その間，類版重版について判定，管理する主体がなくなり，新規の出版業者が参入しや
すくなった（高木 1995：425）。
8 　美濃国岩村藩主松平乗薀（のりもり）三男の乗衡（のりひら）として，明和 5（1768）年生誕。寛政 5（1793）
年，林錦峯の養子となり林家 8 代を継ぐ。天保 12 （1841）年逝去。














12　寛政 5（1793）年生誕。天保 11（1840）年から同 14（1843）年まで北町奉行，弘化 2（1845）年から嘉永
5（1852）年まで南町奉行。安政 2（1855）年逝去。
13　宝暦 14（1764）年生誕。彼が就任した主な役職は，享和 2（1802）年，目付，文化 9（1812）年，長崎奉行，










しては馬琴書簡（天保 13（1832）年 8 月 21 日［殿村］篠斎宛）にも記述がある（柴田・神田 2003：42）。
























せて述べた天保 13（1832）年 8 月 7 日の馬琴の手記がある（1911： 507. 前注 18 の『著作堂雑記』38 冊目）。
本論とは直接の関連はないが，天保 15（1844）年，国貞は師匠の豊国の名を継ぎ，2 代豊国と称した。し
かし，同門の豊重がすでに 2 代豊国を襲名しており，それと区別して国貞は 3 代豊国と呼びならわされる。
24　馬琴は『八犬伝』のダイジェスト版を無断で作成した張本人として春水には複雑な感情を抱いており，天
保改革の犠牲者として彼の著作が絶版処分を受け，その後，本人も逝去したという件について同情は示さ
ず，ライバルが減って喜ぶような手記を残している（馬琴 1911：476，511. 前注 18 の『著作堂雑記』のうち，
天保 9（1938）年から書きはじめた 37 冊目と，38 冊目）。
25　人情本がまとめて絶版となったあと，その街路での売買を禁じた天保 13 年 7 月 11 日の触書（『諸事留』）
が残っている（近世資料研究会編 2000：150-151 （13674）； 石井・服藤 1994： 301 （4713））。
26　種彦や『偐紫』の処罰も，享保期の英一蝶の島流しの例（鎌田 2015a：63-64）と同じく，処罰理由の詳細
が明示されない不透明極まりない処罰の一つである。なお草双紙の華美な表紙の禁止に関する触書として


































6 月 19 日頃［殿村］篠斎・［小津］桂窓宛（別紙・代筆）書簡に記載されている（柴田・神田 2003：30-
31）。馬琴も種彦が処罰されるべき原因として拝領地以外に住んでいた件を重視している。
30　天保 6-8（1835-1837）年刊と浅野秀剛により推定されている（国貞 1996：6）。






33　光氏 17 歳の元服は文政 13（1830）年刊の第 3 篇に記載。天保 13（1842）年，生前最後に刊行された 38 編
の序で，海老茶筌髷は國貞による工夫と種彦は証言している。『偐紫』は歌舞伎でも上演され，その際の光
氏の髪形は，当然，この国貞の創案による海老茶筅髷で表象されただろう。







35　家斉は安永 2（1773）年生誕。天明 7（1787）年から天保 8（1837）年まで将軍在位。同 12（1841）年逝去。
36　『偐紫』の大奥での人気を示すエピソードとして，松恵という奥女中の役職者が病気の種彦のためにお百
度参りをしていたところ，誰かを呪詛しているように誤解され，職を辞すことになったという話を，山口
剛（1972：418．ただしこの部分は 1927 年初出）が関根只誠から引用している。井狩（［1965］1989： 303-
304）も参照。
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